
 

 

 

T.LEAGUE 開幕！ゲーム分析で差をつけろ 

音・映像を利用した卓球のゲーム分析 
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概 要 

 卓球の試合を 1台のビデオカメラで撮影し，卓球台上の卓球ボールを高速に自動追跡する．また，音

信号から卓球ボールが卓球台と衝突した音を検出する．ボールの追跡と衝突音を組み合わせて，卓球ボ

ールの速度，軌跡，バウンド位置の情報を自動的に得ることができる．大量のデータを自動計測できる

ようになれば，選手の競技水準向上のための練習計測，ライバル選手への対策などの立案をより効率的

に進めることができる． 

従来技術・競合技術との比較（優位性） 本技術の有効性 

多くの関連技術では，ショットなどのイベント情報

を手動で入力する必要があるが，卓球ボールの追跡

や音処理などを全自動で行うことができる．高速に

動作するアルゴリズムを開発し，画像 1 枚当たり

の処理時間は，平均 14.1ms である．したがっ

て，ライブ映像へのアノテーションや打球直後の振

り返りにも利用することができる． 

卓球のゲーム分析のための必要なデータを自動的

に取得することができ，選手ごとの卓球台上での

バウンド位置の分布，ネット上を通過したときの

ボールスピードの分布などの資料を短時間で作成

することができる． 
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右図は，1ゲーム分のサービスを表示した例．矢印はボールの軌

跡，赤い×印はバウンド位置を示す． 
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